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副甲状腺ホルモン（PTH）測定に関するご案内 
 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、副甲状腺ホルモン（PTH）検査におきまして、以下の報告がメーカーよりございましたのでご案内

申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 
 
 

記 
 
 
 

《影響項目》 

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 

検査項目名称  血漿用検査コード 

Ｐ.32 

2406 PTH-intact 7242 

5791 ホール PTH 6200 

 

 

《報告内容》     

   PTH 検査において、検体を繰り返し容器に移し替えることにより、検体中の PTH の一部がサンプル 
カップに吸着し、測定値が低下する事象が確認されたとの報告がありました。 

本事象は試薬に起因するものではございませんので基準値等に変更はございません。容器に移し替え 
る際は最小限に止めていただきますようお願い致します。 

 詳細につきましては、添付のメーカー案内文をご参照ください。 

 

・高速凝固採血管を使用される場合は凝固促進剤（トロンビン）の影響により、上記項目が低値傾向を 
示すことを確認しておりますので、PTH-intact、ホール PTH をご依頼される場合は、E1 容器（血 
漿）での採血を推奨いたします。 

・血漿での検査受託開始は平成 29 年 8 月 7 日（月）受付分からとなります。 
 

 

 

 

 

 

 

至急 






